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教育目標：すすんで学ぶ子ども 協力して責任を果たす子ども 

 

 

 

 

 

 

２学期が始まりました 
校 長  土屋 栄二  

 

【子供たちの声が学校に戻ってきました！】 
今年の夏は、酷暑といえる暑さが続きました。夏季休業

期間中、大きな事故やケガの連絡もなく、１名の転入生が
仲間になり、本日、全校児童 652名で２学期の始業式を迎え
ました。 
子供たちの日焼けした顔、友達や先生に久しぶりに会え

た喜びを見せる顔、はじけるような元気な挨拶。２学期を
迎えた学校は活気を取り戻しました。 
子供たちの顔つきや堂々とした姿に一回り成長したこと

を感じました。これも、保護者や地域の皆様が子供たちの
安全を見守り、楽しい夏休みを過ごすことができるように
力を注がれたからこそと思います。感謝申し上げます。 
 
【「当たり前」に感謝と「災害への備え」を】 
私たちは、日々当たり前のように社会生活を送っていますが、このような生活を送ることができるとい

うことは、実は大変ありがたいことなのです。 
この「ありがたい」を漢字で書くと「有り難い」となります。つまり「めったにあり得ない」ことを表

しています。「ありがとう」という言葉は、「有り難き」「有
り難い」からできたと言われます。多くの人々の努力によ
って日々の生活が「当たり前」のように行われていること
は、本当は「有り難いこと」で、私たちは、「ありがとう」
の感謝の念を忘れてはならないと思います。 
災害が起こった時は、「当たり前」と思われていた社会生

活がおそらく大きく滞ることでしょう。救援、復旧までの
ことを考え、自宅での当面の生活に耐えるための道具類や
水、食料等の備蓄も考えておかなければならないでしょ
う。９月１日は「防災の日」です。災害への対応、心構え
等を確認し災害に対する備えをしていただければ幸いで
す。 
 

【じっくりと、ゆっくりと】 
２学期は宿泊学習（さくら学級）、運動会、公園探検、富士美術館見学、消防署見学等の学校行事を予

定しています。また第七中学校と合同で行う小中一貫教育の推進では小学校の運動会閉会式への中学生参
加（予定）、中学校合唱コンクール参加（第６学年）を計画しています。 
 忙しい毎日を過ごしていると、幼い頃はどうして一日があんなに長く感じられたのだろうと不思議にな
ります。友達と広場や公園で遊んだり、手伝いを忘れ本に夢中になり、気付くと暗くなっていたりしまし
た。その時の心の動きのままに、ゆったりと一日を過ごしていたように思えます。 
大人になってからは日常の繁忙に追われ、一日が早く過ぎて行く気がします。毎日、駅の改札口を通る

たびに、人々が緊張した面持ちで一心不乱に直進する姿を見て、ゆとりのない自分自身を見るようで不安
になりました。急ぎ足でも心はあちこち寄り道をして、発見の楽しみを失いたくない、と思っています。
子供たちと、ゆったりと過ごし、じっくりと取り組む２学期にしたいと思っています。 
 １学期同様、皆様のご支援・ご協力をお願いいたします。 

健康で心豊かな子ども（重点目標）    

第８号 「創立134周年 笑顔あふれる 自分も友達も大切にする学校」学校の様子はホームページで確認！（毎日更新中）！ 

地域運営学校（コミュニティ・スクール） 

七小だより 

令和７年度八王子市学校保健会学校保健 優良校   
令和６年度八王子市学校保健会学校保健 努力校 
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７月 16日・木曜日、民生委員・児童委員の方々と情報共有
会を行いました。第七小学校では長期休業日前に定期的に開
催しています。 
子供たちが安全に、安心して、楽しい長期休業日を過ごし

てほしいと願っています。子供は地域の宝物です。「地域の
子供は、地域で育てる」ことが大事です。地域の方々による
見守りが何より大切です。 
 民生委員・児童委員の方々は、地域の子供たちのことをよ
く知っています。 
 
「○○さんは、もう□年生になったのね。」 
「○○さんは、いつも元気な挨拶をしてくれるのよ。」 
「今年の夏休みも暑い日が続くようだから、水分補給を促し  
たり休憩したりするように声をかけるようにしますね。」 

 
 第七小学校の子供たちはもちろん、地域に住む子供たち全
員が大切な宝物です。 
「地域の子供は、地域で育てる」ことが大切なのです。 

７月 16 日・木曜日、放課後子ども教室推進委員会（安
全管理員の方々、放課後子ども教室推進委員長、学童保
育所の職員、管理職等）を開催しました。 
放課後子ども教室は放課後における子供たちの居場所

づくりの事業です。子供たちが安全に、安心して、楽し
い時間を学校で過ごすための事業です。子供たちの活動
は安全管理員さんが見守ります。安全管理員さんがいる
から子供たちも、保護者の方々も、教職員も安心できる
のです。「自分勝手な行動」「注意をしてもきかない」
「言葉遣い」など、今回の会議でいくつかの課題が明確
になりました。子供たちに伝えます。安全管理員の皆さ
ん、いつもありがとうございます。 

情報共有！ 民生委員・児童委員 

見守る！ 放課後子ども教室推進委員会 



3 

 

第七小学校の特色ある教育活動の一つとして下学年への発表会があります。これらの写真は第５学年の

子供たちによる第４学年への発表会の様子です。第５学年の子供たちは八ヶ岳移動教室に出かける前に事

前学習に取組みます。出かけた後は八ヶ岳移動教室を振り返りながら八ヶ岳について調べたことを第４学

年の子供たちに伝えます。「どうすれば伝わるのかな。」「写真を見せると良いかな。」など、相手のこ

とを考えながら分かりやすく伝えます。 

今回はタブレット端末を活用して、臨場感のある迫力映像をたくさん見せていました。良いアイデアで

した。伝えたり、表現したりする活動は常に相手のことを考えます。自分の声や表情、準備する資料、何

より伝える内容を吟味します。これが大事です。苦労するから終わった時の達成感は大きくなるのです。 

第七小学校の特色ある教育活動の一つとして

「読み聞かせ」活動があります。保護者の方々・

卒業生の保護者の方々、地域の方々等がボランテ

ィアとして各学級で定期的に「読み聞かせ」を行

ってくださっています。ありがとうございます。 

ボランティアの方々は本を選んだり、読み聞か

せたりする時の子供たちの表情や様子を想像し、

子供たちと関わり合うことに楽しさを見出されて

います。 

子供たちは「読み聞かせ」の本から様々な想像

をします。自分の頭の中に自分だけの映像を作り

上げます。これが大切です。想像する楽しさを味

わいます。 

想像しよう！ 読み聞かせ  

伝えよう！ 総合的な学習の時間 
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八王子市教育委員会では不登校の子供たちを支援するために、保護者対象の講演会を開催します。希望

者は夜間学級の実際の授業が見学できます。どうぞお気軽にご参加ください。 

１ 対 象  市内在住の小・中学生の保護者  

２ 日 時  令和８年 10月９日（金） 午後５時45分から午後８時 (受け付けは午後５時 20分より)  

３ 会 場  八王子市立第五中学校（八王子市明神町４-19-１）  

４ 内 容  講演「不登校に関する基礎知識と義務教育終了後に活用できる 高校進学以外の資源」  

※ 講師 八王子市スクールソーシャルワーカー 講演 

※「第五中学校夜間学級について」 講師 八王子市立第五中学校長  

※ 夜間学級卒業生による体験談 「卒業生が語る～夜間学級ってこんなところ～」  

※ 夜間学級見学  

５ 定 員 30 名（先着順）  

６ 受付開始日  令和８年９月７日（月）  

こちらの２次元コードからお申し込みください。 

https://logoform.jp/form/iapr/1709037 

７ その他  会場に駐車スペースはありません。 

近隣の有料駐車場をご利用ください。 

８ 問合せ・電話での申し込み 高尾山学園内：教育指導課登校支援担当 電話：６６３－３２１６ 

７月から９月にかけて八王子市内では、様々な町会で夏祭りが開
催されました。町会の夏祭りに参加していると、来賓の方々の他、
初宿八王子市長が駆け付けてくださり、挨拶をされる場面を何度も
見ました。地域の行事を大切にされているのです。 
夏祭りでは、第七小学校のたくさんの子供たちと会いました。子

供たちの中には、夏祭りの手伝いをしている子供たちや、夏祭りに
出演する子供たちもいました。 
夏祭りが子供たちにとり地域の行事として受け入れられていま

す。楽しみにしているのです。地域で暮らす子供たちが「地域の一
員」としての意識を高める場所でもあるのです。 
子供は地域の宝物です。「地域の子供は地域で育てる」ことが大

事なのです。地域の皆さんで子供たちを大事に育てましょう。 

不登校をテーマ！ 保護者サロン・八王子市教育委員会 

夏祭り！ 地域の子供は地域で育てる 

◎東雲町会夏祭りには、第七中学校の合唱部
の生徒がすてきな歌声を披露しました。 

https://logoform.jp/form/iapr/1709037
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第七小学校では毎年、市内に住む高齢者の方々へ「交通安全メッセージ」のハガキを作成しています。

第５学年の子供たちが担当しています。「車に気をつけて」「夜はきちんと周りを見てね」「必ず横断歩

道を使って渡ろうね」など、メッセージにイラストを添えて伝えています。 

市内に住む高齢者の皆さんのもとへ子供たちの「交通安全メッセージ」がもうすぐ届きます。 

第七小学校では毎学期、学期初めと学期終わ

りの日等を活用して、服務事故防止研修を行っ

ています。講師は学校長です。 

服務事故とは何か、服務事故を起こすとどの

ような処分が下るのか等、これまで何度も伝え

てきた内容をもう一度伝えます。「分かってい

ます」「私は大丈夫です」等の油断が大きな過

ちを起こしやすくなります。何回も、何回も同

じような話をすることで教職員の胸に刻み込ま

れます。今回も事例を基に話し合いを進めまし

た。何が問題なのか、どうすれば良かったのか

等、じっくり考えます。第七小学校は今年度も

服務事故「ゼロ」を目指します。 

交通事故ゼロ！ 交通安全メッセージ  

勉強します！ 服務事故防止研修 
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７月24日・金曜日、１学期の終業式
を行いました。全校児童が体育館に久し
ぶりに集まりました。 
学校長の話に続いて、児童代表の言葉

（第３学年）、校歌斉唱（指揮：第５学
年）を行いました。児童代表の言葉で
は、１学期に頑張ったこと、２学期に頑
張りたいことを堂々と発表できました。
校歌斉唱は全校児童を見ながら、手を大
きく振り、かっこ良く指揮をすることが
できました。１学期の終業式を無事に終
えることができました。 

 ７月 27日・月曜日から７月 31日・金曜日までの５日間、学童保育所における昼食提供を行いました。
食材は業者が運びます。運ばれた食材は、第七小学校の給食管理員さんや給食調理員さんが調理します。 
 配膳をするのは子供たちです。学童保育所の職員の方々もサポートします。主として上学年が配膳を行
います。上手です。三角巾、エプロン等を身に付けて配膳をします。日頃、教室で行っていることです。

上学年の子供たちは素早く、丁寧に配膳をします。 
 時々、上学年の子供たちが下学年の子供たちにアドバイスをし
ます。道具の使い方、食器の持ち方・運び方などをそっと教えま
す。 
「お兄さん、お姉さんは、やっぱり上手だなあ。」 
「私もあんな○年生になりたいなあ。」 
下学年には、あこがれの気持ちが芽生えます。  
 

「頼りにされているなあ。嬉しいなあ。」 
「よし。もっと頑張るぞ。」 
上学年には、自己有用感が醸成されます。 
 
上学年と下学年の関

わりは、キャリア教育
の取組みにもつながり
ます。どの子供も、昼
食をおいしく食べてい
ました。給食管理員さ
ん、給食調理員の皆さ
ん、ありがとうござい
ます。 

１学期が終わりました！ 終業式 

◎終業式が終わると、生
活指導担当の先生から、
夏休みに気を付けること
の話がありました。 

昼食提供！ 学童保育所 
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終業式です。各教室では「通知
表（あゆみ）」を子供たちに渡し
ています。 
子供たち一人一人と担任の先生

が話をします。１学期に頑張った
こと、できるようになったこと等
の成果を喜び合います。 
また２学期に向けて、頑張って

ほしいこと、取り組むこと等、課
題についても伝えます。 
１学期（２学期も）は総合所見

の記載がありません。担任の先生
から、子供たちに直接、言葉で伝
えます。 
保護者の皆様には、個人面談で

子供たちの１学期の学校生活につ
いてお伝えしました。 
１学期と同様に、２学期も一緒

に頑張ろうね！ 

７月 24日・金曜日は１学期最後の給食でした。 
給食管理員さん、給食調理員さんのおかげで、安
心、安全でおいしい給食を毎日、食べることがで
きました。ありがとうございました。 
２学期も安心、安全でおいしい給食の提供して 

ください。よろしくお願いします。 
第七小学校の給食は、日本一おいしいです！ 

成果と課題！ 通知表（あゆみ） 

ごちそうさまでした！ １学期最後の給食 
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７月24日・金曜日、１学期最後の日です。通知表（成績表「あゆ

み」）を担任の先生からいただき、給食を食べました。 
午後２時 30分を過ぎました。下校の時刻です。子供たちが次々に昇

降口へやってきます。 
「校長先生！さようなら！」 
「校長先生。２学期もよろしくお願いします。」 
 子供たちはニコニコしながら帰って行きます。さあ、夏休みです。 
たくさんの思い出を作って、２学期の始業式に元気に会いましょう！ 

７月27日・月曜日、28日・火曜日の２日間、サマー
スクールを行いました。補習学習です。人数も少なく   
どの教室も、すごく静かに学習していました。 
「先生！ここは？」 
「はい。どこかな。これはね…。」 
 先生方がすぐにアドバイスをしてくれます。まさに 
先生を独り占めです。 

さようなら！ １学期最終日・下校 

先生を独り占め！ サマースクール  
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 ７月 27日・月曜日、７月 31日・金曜日の２日間、図書室開放を行

いました。２日間、読書好きの子供たちが来室していました。 

夏休みは７月25日から始まったばかりですが、子供たちは「久しぶ

り！」「元気？」「今日は遊べる？」「宿題は終わった？」と声をか

け合っていました。学校図書の先生が見守ってくださっていました。   

静かな図書室で、じっくり、ゆっくり本を読んでいました。本を

借りる子供の姿も見かけました。夏休みの間に、借りた本をゆっくり

読む予定だそうです。 

７月 29日・水曜日、いずみの森義務教育学校で「はちおうじっ子サミット」がおこなわれました。「は

ちおうじっ子サミット」では以下のようなことを目指しています。 

① いじめ防止に向けた取組みとして、市内全校の児童・生徒からの意見を集約する。 

② 各中学校区の代表者が情報を共有し話し合う。 

③ 話し合った内容を、全校にフィードバックしていく等 

 を目指しています。 

 

「自分たちの何ができるか」を考え、子供たち自身の「い

じめ防止」の意識を高めることを目指す取組みが「はちおう

じっ子サミット」です。 

第七小学校の代表として、児童代表委員会の委員長（第６

学年）と児童代表委員会担当の先生が一緒に参加しました。

ありがとうございました。 

本を読もう！ 図書室開放 

いじめは絶対に許さない！ はちおうじっ子サミット 
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７月 30日・木曜日、担任の先生方が個人面

談を行っている時間を活用して、図書ボラン

ティアの皆さん、学校司書の先生、専科担当

の先生方で図書室の蔵書点検を行いました。 

子供たちには本をたくさん読んでほしいと

思っています。自分が知らない世界と出会っ

てほしいと思っています。大好きな本、お気

に入りの本と出会ってほしいと思います。 

本には不思議な力があるのです。 

第七小学校では放課後の子供たちの居場所づくりの取組みとして

「放課後子ども教室」を開催しています。週４日（原則：月・火・

木・金）の開催です。 
放課後子ども教室は、学校の教育活動の一環ではありません。事

業の中心となるのは放課後子ども教室推進委員会です。安全管理員
さんを雇い、子供たちの活動を見守ります。 
７月 24日・金曜日は、終業式の日であり、放課後子ども教室の

最終日でした。最終日にもかかわらず、大勢の子供たちが放課後子
ども教室に参加していました。学習ボランティアの方に勉強を教え
てもらったり、将棋を教えてもらったりする子供もいました。 

子供たちは放課後子ども教室が大好きです。 

蔵書点検！ 図書ボランティア・専科教員 

終業式の日も！ 放課後子ども教室  
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第七小学校が令和７年度漢字能力検定「優秀団体賞」を受賞しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月７・８・９日の３日間、八

王子まつりが盛大に行われまし

た。最終日の８月９日・日曜日は

大雨の中での開催となりました。夕方になると雨雲が広がり、大きな

雨粒が強く降り、時々雷鳴が響く中、それでも大勢の観客は誰一人と

して帰ろうとはしませんでした。各町会の山車や神輿、踊りやお囃子

のカッコ良さに圧倒されていました。素晴らしかったです。 

「優秀団体賞」受賞！ 漢字能力検定 

「（前略）日本漢字能力検定協会では、日本漢字能力検定にお 

いて優秀な成績を収められた団体及び個人を表彰してい 

ます。 

 令和７年度におきまして、厳正なる審査の結果、貴団体が 

『優秀団体賞』に選ばれましたので、ここにお知らせいたし 

ます。（後略）」 
 ◎「優秀団体賞」と

して、表彰状と盾を

いただきました。 

 漢字能力検定を

受検した第七小学

校の子供たちや保

護者の皆様のおか

げで、素晴らしい賞

をいただくことが

できました。おめで

とうございます！ 

  

 
まつり！まつり！ 八王子まつり 

◎第七小学校の若手教員数名が

小門町の山車に乗せていただき

ました。ありがとうございました。 
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 ８月28日・金曜日、午後２時から特別支援教育研修会を行いまし

た。第七小学校のスクールカウンセラーの●●●●先生を講師として 

 研修会のテーマは「子どもに伝わりやすい指導 ～指導が伝わりに

くい子の理解と支援～」です。学校には様々な特性のある子供たちが

います。子供たちの実態を

把握することや教員として

の対応について学びまし

た。●●先生は専門的な知

見を拠り所として、分かり

やすく、具体的に説明して

くださいました。 

 新学期を迎えるにあた

り、先生方も様々な準備を

しています。先生方も頑張

っているのです。 

 ８月 31日・月曜日、午前９時 30分から

「オンライン登校日」を行いました。第七小

学校では、夏季休業期間が終わる日の前日、

第七小学校と子供たちとをオンラインでつな

ぎ、子供たちの様子（表情、体調等）を確認

したり、夏季休業中の課題を確認したり、夏

季休業中の思い出を話したりしています。 
また次の日から始まる２学期の予定や始業

式に必要なもの等を確認しました。 
 GIGAスクール構想の一環として子供たち一
人一人にタブレット型学習用端末が１台ずつ
貸与されています。第七小学校では、授業中
はもちろん、様々な場面でタブレット型学習
用端末を活用しています。 

始まる！ オンライン登校日 

先生も勉強１！ 特別支援教育教員研修  
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スクールカウンセラーの佐藤、笹川です。長い夏休みが終わり、子供たちが再び学校生活へ戻ってき

ました。９月は、ゆっくりした時間から日常へと気持ちを切り替える「再スタートの時期」です。 

新学期が始まったばかりの頃はやる気がある一方で疲れやすかったり、集中が続きにくかったりする姿

が見られます。これは、心と体が学校のリズムに慣れようとしている自然な反応です。夏休み中に環境が

変わったことで、子供たちは人間関係や学校の雰囲気を“もう一度つかみ直す”段階にあります。大人が

思う以上に子供たちは周囲をよく見て、気をつかいながら過ごしています。 

この時期に大切なのは、“すぐに元通りを求めないこと”で

す。子供が少し静かだったり、疲れていたりしても、「ゆっく

り慣れていけばいいよ」と伝えていただけると、安心して学校

生活に戻りやすくなります。帰宅後は、好きな遊びやゆったり

した時間をつくり、心のエネルギーを回復できるようサポート

していただければと思います。また、子供が学校での出来事を

うまく話せないときは、「今日はどんな気持ちだった？」と気

持ちに寄り添う声掛けが効果的です。話したくない様子がある

ときは、無理に聞き出さず、そばにいてくれる安心感が子供に

とって大きな支えとなります。 
季節の変わり目は体調も崩れやすく、気分が不安定になりやすい時期です。生活リズムを整えながら、

ゆっくりと新学期に慣れていく子供たちを学校と家庭で一緒に見守っていければと思います。 
相談室では保護者の方からのご相談も受け付けております。相談は、お子様のこと、学校のこと、ご家

庭のこと、些細なことでも構いません。どうぞお気軽にご利用ください。相談室は、毎週火曜日と水曜日
に開室しています。相談の予約をお待ちしております。 

八王子市には「高尾山学園」や「第一中学校チャレンジクラス」など、不登校の子供たちを支援する学

校等が複数あります。指導内容やスタッフ、申込みのシステム等にそれぞれ特色があります。 

そこで、お子さんの状態や必要性に応じてご利用いただくために説明会を開催いたします。どうぞお気

軽にご参加ください。 

 

１ 対 象  市内在住・在学の小・中学生の保護者 

２ 日 時  令和８年10月 17日（土） 午前10時から正午まで 

３ 会 場  八王子市教育センター 大会議室 

 

４ 内 容 （１）高尾山学園・第一中学校チャレンジクラス 

         適応指導教室・総合教育相談の概要説明 

      （２）教育センター内見学 

      （３）各施設の利用に関する相談 

５ 定 員 100名(先着順) 

 

６ 受付開始日 令和８年 10月１日（木）      こちらの２次元コードからお申し込みください。   

 

 

 

７ 問合せ・電話での申込み 

  高尾山学園内 教育指導課登校支援担当電話：６６３－３２１６  

  

 

カウンセラーだより！ スクールカウンセラー  

不登校の子供たちを支援する学校等の説明会 

◎受付開始日は、10月1日

からです。 

 ご確認ください。 
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 第七小学校は令和７年度八王子市学校保健会学校保健優良校（市内

２校のみ：小学校１校、中学校１校）に選ばれました。優良校に選ば

れた学校は、東京都教育委員会表彰（健康づくり功労）に推薦されま

す。第七小学校も推薦されました。 

８月27日・木曜日、東京都

教育委員会の担当の方々による学

校訪問調査がありました。自己紹

介をした後、学校長が学校概要、

特色ある教育活動等について説明

をしました。説明後は質疑応答があり、最後は保健室内を確認し終了

しました。各区市町村から推薦を受けた全ての学校を訪問し、その中

から数校が全国健康づくり推進学校として東京都教育委員会が推薦を

します。全国表彰を受けたいですね！ 

 ８月 31日・月曜日、弁護士による「いじめ防止教員研修」を行いまし

た。講師は現在八王子市スクールロイヤーとしてご活躍されている●●●

●弁護士です。 

今回の研修では「いじめ」の正しい理解を確認し、事例から学びつつ、

学校として「いじめ」にとりくむ重要性、対応の注意点を学びました。 

いじめが起きにくい学校風土・学級風土を創ることの大切さの重要性を

感じました。 

● 私はこの学校が好き。この学校にいると安心して過ごせる。 

▲ 私は学校にいると疲れる。学校を休みたいと思うことがよくある。 

子供たちの小さな変化に気付く鋭敏な感覚を磨くことがいじめの未然防

止につながります。第七小学校はこれからも全職員で児童を見守ります。 

東京都教育委員会表彰！ 学校訪問調査 

先生も勉強２！ 弁護士によるいじめ防止研修 

※スクールロイヤー制度は学校が法的な課題に対して適切に対応できるよう弁護士が「子
どもの最善の利益」を大切にしながら学校現場に対して指導・助言を行う仕組みです。八
王子市では令和２年１月に制度が始まり、現在３名のスクールロイヤーが活動中です。 


